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◎ 研究の内容 

コケ植物を対象に，日本や東南アジア各地（おもにイ

ンドネシア，タイ，マレーシア）の植物相の調査をし

ています。そして野外調査から得られた知見を軸に，

それを発展させる形で分類学的研究も行っています。

具体的には，アジア大陸東端に位置する日本列島弧に

おける種分化の歴史を，形態や分子マーカを使って実

証的に明らかにしようとしています。また最近は，日

本にひろく分布するジャゴケという苔類を材料に，遺

伝的分化についての研究をしています。 
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◎ 学生に向けて一言 

コケ植物のような花の咲かない植物（隠花植物）は一見地味に見えますが，

独特の進化の歴史が背景に有り研究材料として優れた特質をもっています。そ

れだけでなく実用的な側面でも，コケ植物の小型で常緑性という特徴を生かし，

室内グリーンとしても人気が高まっています。コケ植物を対象としてどんな研

究でもOKですので，気軽に問い合わせてみてください。野外調査中心でも室

内実験中心でもどちらでも対応できます。 

日本に 4つの隠蔽種が見つかっているジャゴケ 

灌木枝に着生するヤクシマコモチイトゴケ 


